
                          

 

                          

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 本日の卓話 

社会奉仕部門委員長 丹井亮一様 

     

私たち社会奉仕部門は、まさに「奉 

仕」を担う部門であり、ロータリア 

ンの誇りとなる「奉仕活動」を実践 

する部門でもあります。また、手続 

き要覧にも「社会奉仕（COMMUITY  

SERVICE)社会奉仕は、クラブの所在 

地域または行政区域内に住む人々の生活の質を高

めるために、時には他と協力しながら、会員が行う

様々な取り組みから成るものである。」と記載され

ております。このような背景を踏まえて今年度の当

部門のテーマとして「地域に見合った最も有意義な
奉仕を」といたしました。ロータリークラブの認知

向上そしてイメージの向上となり会員増強にも繋

がるものと確信いたします。是非クラブを挙げて地

域社会における「奉仕」を実践してください。 

 
地域社会奉仕委員長 柴田 覚様 

地域社会奉仕委員会方針 

⑴ ペットボトルキャップ回収キャンペーンの意義

を理解協力して貰うよう PRする 

 

 

 

 

 

  

 

⑵地域補助金を活用した事業の把握 

と提案する 

⑶東日本震災復興支援が風化するこ 

となく、継続及び改善をはかる 

⑷腎・アイバンクの賛助会員登録及 

び献眼登録への支援事業を継続する 

⑸「認知症支援サポーター」講座の拡充をはかる 

★ブライダル委員会よりお願い 

ブライダル委員会は、ロータリアン皆様のご協力を

頂きまして「友愛の広場」参加者の拡大に努力いた

しております。ロータリアンの好意と友情を持ちま

して、推薦者のご協力お願いいたします。「友愛の

広場」・相談コーナーの開催時に推薦者とロータリ

アン同行でお越しいただければ幸いです。 

第 1968回 9月 14日「3クラブ合同夜間例会」シャトー赤柴にて 

 

 ニコニコ報告 
市野一郎様・磯 利昭・今村 勲・ 

大杉 能弘・須田 清・増田 徹・ 

山口 久仁幸会員 

7口 17,000円 累計 216,000円 

 

会員 出席 計算 MU % 

20 9 16 0 56.3 

 

 

丹井様、柴田様 ありがとうございました 

卓話：テーマ「最近の映像情報とロータリーの広報活動について」 

株式会社ジェイコム川口戸田 代表取締役社長 蒲原 成人 様 

 

伊藤会長・磯会長・小野田会長 
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